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研究成果の概要（和文）： 磁束変化に伴う水の構造・物性変化を検証し，溶存酸素を含む場合

にのみ純水の磁気処理効果を確認した。ラマンスペクトルや接触角，粘度，蒸気圧に変化がみ

られ，これらの間の相関は高かった。磁気処理効果の出現・消失には誘導時間が必要であり，

数十分にわたる記憶効果を示した。これらはハイドレート形成時にも見られ，磁気処理による

水のラマンバンド変化から示唆されるハイドレートあるいは過冷却水様構造形成と矛盾しない。 

 
研究成果の概要（英文）：Changes of structures and properties of water with magnetic flux 

changing were confirmed only when oxygen was dissolved in it, referred to magnetic 

treatment (MT) effects.  Raman spectra, contact angle, viscosity, and vapor pressure of 

water were changed by MT and correlated strongly to each other.  The MT effects required 

the induction time for their appearance and disappearance, and showed memory effect over 

half an hour.  Such phenomena were reported in hydrate formation processes, which seem 

to be consistent with hydrate or super-cooled water formation due to MT, suggested by 

Raman bands.     
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１．研究開始当初の背景 

（1）われわれは磁場下でのコロイド・界面
化学の開拓的研究に取り組み，弱磁性系の磁
場下での諸現象をサイエンスにまで高める
ために，質の高い実験成果を収集してきた。
弱磁性系のわずかな磁場効果，磁場効果自体
が明確でない新現象や新機能を探索的に研

究すること，また，磁場によって初めて創生
される新物質，新構造を構築することを通し
て新しい物理，化学原理を追及してきた。 
（2）この過程で，磁場印加によるヒドロゲ
ルの水和熱変化や疎水表面への水蒸気の吸
着促進などの磁場効果における水の重要性，
磁場印加および除去時のオーバーシュート
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現象などの磁場変動時の顕著な磁場効果を
経験した。 
（3）磁場は社会的に広く利用されており，
生活の中に根付いているエネルギーの一つ
である。一方で，効果が疑わしいものもあり，
水の磁気処理による防錆やスケール付着防
止効果が大規模に利用されているが，基礎科
学の立場からは容認し難い効果である。最近，
われわれはその効果の基礎的検討を行い，酸
素を含む水で一定の磁気処理効果を認めた
ことから，その確証を得る必要に迫られた。 
 

２．研究の目的 

水の磁気処理効果に対して，科学的観点か
ら「静的磁場下での水の構造と物性」と「磁
束変化に伴う水の構造と物性」をテーマに設
定して厳密に物理化学的に検証し，そのメカ
ニズムにアプローチする。 
（1）物理化学的かつ厳密に実体（構造や物
性）に直接的に迫る。 
（2）間接的ではあるが，機能や現象を通し
て磁気処理の描像を実体化する。 
（3）水の構造や性質への磁気処理効果の理
解のために水溶液あるいはモデル物質の静
磁場効果と動的磁場効果を伝統的な熱力学
的および分光学的方法によって確定する。 
（4）磁気処理効果の出現メカニズムを理解
する。 
 

３．研究の方法 

（1）分光器本体を磁場から遠ざけて，サ
ンプルセル部のみを超伝導マグネットへ
挿入するために，遠隔測定用ファイバーラ
マン装置を新規購入し，磁場中の水および
水溶液のin-situラマン散乱スペクトルを
調べた。 
（2）表面張力を磁場中で測定するために，
長いチューブ中を非磁性ガスを一定速度
で流して，磁場下の水中のノズルから泡と
して放出させながら圧力変化を圧力ゲー
ジでモニターして，in-situ表面張力を測
定する装置を開発した。 
（3）磁気処理水の記憶効果を高分解能ラ
マン散乱装置で測定し，同時に効果消失の
誘導時間を調べた。これをin-situラマン
散乱装置による磁気処理の誘導時間と比
較した。 
（4）水や水の構造化能の異なるアルカリ
ハライド，尿素，ショ糖などの水溶液の
粘度を精密毛管粘度計で測定し，磁気処
理効果と水の構造性，水和との相関を調
べた。 
（5）磁気処理水のｐH，溶存酸素（溶存
酸素計を購入），電導度を調べた。 
（6）20T 級パルスマグネットを製作し，
パルス磁場による水の磁気処理を調べた。
（7）磁気処理による水の蒸気圧変化を精

度良く検出する装置を製作し，み時の活
量変化を調べた。 

（8）磁気処理水および各種水溶液からの
氷と共晶の熱分析を，磁場外で高感度熱分
析計を購入して精密に検討した。磁気処理
条件（温度，磁場強度，方向，温度など），
添加物，特に光学異性体効果，酸素効果に
注目した。 
 
４．研究成果 

水の磁気処理効果」に対して，科学的観点
から厳密に雰囲気と条件を制御して，磁束変
化に伴う水の構造と物性の変化を検証した。
（1）新規購入した遠隔測定用ファイバーラ
マン装置によって水を磁気処理しながらラ
マンスペクトルをその場測定した。真空脱気
された蒸留水のラマンスペクトルは磁気処
理によって変化しなかったが，酸素を溶存し
た 蒸 留 水 は 磁 気 処 理 に よ っ て 400 ～
4000cm-1の範囲の水由来のすべてのバン
ド（水素結合を含む）強度が増加した。こ
れらのin-situラマン装置で確認された磁気
処理中の水のスペクトル変化を，磁場外の高
感度ラマン装置で記憶として再確認した。ラ
マンバンドの強度が増加した磁気処理水は
接触角が低下し，粘度も低下した。これらの
変化の間の相関は高かった。 

（2）磁気処理効果は1時間以上保持され，
記憶効果を示した。これらの結果は，水の
磁気処理変化は水の構造変化を伴うもので
あることを示唆している。これまでの赤外
吸収スペクトル変化に矛盾しない結果とな
った。磁気処理水の保存に関する基礎検
討を行い，温度や時間などの条件を検討
した。 
（3）パルスマグネットを製作した。1ms
の20Ｔパルス磁場の繰り返し照射は，磁
気処理と同じ効果を与えうることがわか
った。このことから，磁束と水との相対
運動が磁気処理効果には必要であること
が再確認できた。この効果はパルス照射
回数に依存し，数回で飽和する傾向がみ
られた。 
（4）水および電解質水溶液の凍結電位への
静磁場効果を電位の他，X 線回折や本年度
購入の DSC 装置を用いて検討した。凍結
電位は磁気処理によっては変化しなかった
が，磁場中凍結にともなう凍結電位は低下
した。また，ラマンバンドの変化も観測さ
れたが，相関性や再現性は今後さらに検討
が必要である。 

また，静磁場下の純水や塩水溶液の熱分
析をin-situ DSCで行ったところ，磁場下で
凍結した共晶の融点がわずかにシフトする
ことが確認された。 

（5）蒸気圧測定装置を製作し，磁気処理に
よる水蒸気圧変化を予備検討した。蒸気圧は



 

 

増加し，水の活量の増加を示唆した。また，
最大法圧法による動的表面張力測定装置を
製作し，表面張力への磁場効果を検討した。 
（6）磁気処理効果の出現には誘導時間が必
要であり，また，この効果は磁気処理終了後
数十分にわたる記憶効果を示した。記憶の消
失にも誘導時間がみられた。このような現象
は，種々のクラスレートハイドレート形成時
の誘導時間やハイドレート溶解後の再結晶
化の際の構造記憶と酷似する。クラスレート
ハイドレート中の水の伸縮ラマンバンドは
磁気処理前後の水の差スペクトルの形状と
よく似ていた。また，このバンド形状は過冷
却水のスペクトルとも似ていることから，磁
気処理水は準安定状態の構造が関わってお
り，誘導時間や記憶効果はその形成や崩壊に
関連していると推察される。磁気処理効果は
磁気処理水を水に 80％以上混合したときに
初めて出現し，磁気処理時間とともに純安定
状態が形成され，また，磁気処理終了後の時
間経過とともに消失すること，つまり誘導時
間の存在と矛盾しない。磁気処理による水物
性の変化や機能発現は構造由来であり，この
準安定な構造は保存されることが分かった。 
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